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主論文 

Comparison of Quality of Recovery between Modified Thoracoabdominal Nerves Block through 

Perichondrial Approach versus Oblique Subcostal Transversus Abdominis Plane Block in Patients 

Undergoing Total Laparoscopic Hysterectomy: A Pilot Randomized Controlled Trial 

 

腹腔鏡下子宮全摘出術における M-TAPA と肋骨弓下斜角腹横筋膜面ブロックの回復の

質の比較：パイロット無作為化比較試験 

 

   Suzuka, T.; Tanaka, N.; Kadoya, Y.; Ida, M.; Iwata, M.; Ozu, N.; Kawaguchi, M. 

Comparison of quality of recovery between modified thoracoabdominal nerves block 

through perichondrial approach versus oblique subcostal transversus abdominis plane 

block in patients undergoing total laparoscopic hysterectomy: A pilot randomized 

controlled trial. J. Clin. Med. 2024, 13, 712. 

 



論文審査の要旨 

 

腹腔鏡下子宮全摘術（TLH）は、一般的な低侵襲婦人科手術である。しかし、術後、精

神的苦痛だけでなく、体性痛や内臓痛も強いことがある。M-TAPA（Modified 

Thoracoabdominal nerves block through perichondrial approach）は新規性が高く、長時間か

つ広範囲に体幹部を鎮痛できるため注目されているが、TLHにおける有効性は明らかに

されていない。そこで申請者らは、M-TAPAが術後回復に有効であるという仮説を立て、

TLH を受けた女性患者 40 例を各群に無作為に割り付け、パイロット無作為化比較試験

（RCT）を実施し、快適性と疼痛を評価する指標である Quality of Recovery-15 (QoR-15)

スコアを取得し、術前との差異をスコア化し、M-TAPAと従来群である肋骨弓下斜角腹

横筋膜面ブロック(OSTAPB) の群間差を比較検討した。 

術後 1 日目および 2日目における QoR-15スコアの低下の群間差（M-TAPA-OSTAPB）

は、それぞれ-11.3（95％信頼区間[CI]、-24.9 to 2.4；SD、22.8）および-7.0（95％CI、-20.5 

to 6.6；SD、18.7）であった。レボブピバカインの血漿濃度の変化は両群で同様であった。

解析の結果、今後本研究の full RCTの必要性は低く、結論としてM-TAPAが TLHにお

ける術後回復に OSTAPB よりも優れているという仮説を支持する結果は得られなかっ

たが、M-TAPA の有効性を検証した初めての RCT であり、研究結果の事実に基づいた

サイエンティフィックな解析を行い今後の研究の方向性を示す重要な知見を提供した。 

公聴会では、術者の影響、投与量の影響、他の神経ブロックの併用効果、他の評価項目

を用いた場合の結果、作用時間を延長するための方策などの質問に対し、適切に回答さ

れた。 

以上、主論文の研究内容と公聴会での質疑応答および参考論文と合わせて、審査委員の

すべてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに侵襲制御・生体管理医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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